
2023年 1月 22日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒360番（旧 306番）（SK姉） 

『わがため悩みし』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 24:28~32節（MM姉） 

『一行は目指す村に近づいたが、イエスはなおも先へ行こうとされる様子だった。二人が、「一緒にお泊まり

ください。そろそろ夕方になりますし、もう日も傾いていますから」と言って、無理に引き止めたので、イエ

スは共に泊まるため家に入られた。一緒に食事の席に着いたとき、イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱え、

パンを裂いてお渡しになった。すると、二人の目が開け、イエスだと分かったが、その姿は見えなくなった。

二人は、「道で話しておられるとき、また聖書を説明してくださったとき、わたしたちの心は燃えていたでは

ないか」と語り合った。』 

 

礼拝讃美歌⇒404番（旧 285番） 

『主の愛のながうちに』 

 

 

聖書⇒ヘブライ人への手紙 11:1~3節（SK兄） 

『信仰とは、望んでいる事柄を確信し、見えない事実を確認することです。昔の人たちは、この信仰のゆえに

神に認められました。信仰によって、わたしたちは、この世界が神の言葉によって創造され、従って見えるも

のは、目に見えているものからできたのではないことが分かるのです。』 

 

聖書⇒ヘブライ人への手紙 12:1~2a節 

『こういうわけで、わたしたちもまた、このようにおびただしい証人の群れに囲まれている以上、すべての重

荷や絡みつく罪をかなぐり捨てて、自分に定められている競走を忍耐強く走り抜こうではありませんか、信仰

の創始者また完成者であるイエスを見つめながら。』 

 

（祈） 

 

 

聖書⇒詩編 36:6~10節（ES姉） 

『主よ、あなたの慈しみは天に／あなたの真実は大空に満ちている。 

恵みの御業は神の山々のよう／あなたの裁きは大いなる深淵。主よ、あなたは人をも獣をも救われる。 



神よ、慈しみはいかに貴いことか。あなたの翼の陰に人の子らは身を寄せ 

あなたの家に滴る恵みに潤い／あなたの甘美な流れに渇きを癒す。 

命の泉はあなたにあり／あなたの光に、わたしたちは光を見る。』 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙 5:8~9節 

『あなたがたは、以前には暗闇でしたが、今は主に結ばれて、光となっています。光の子として歩みなさい。

――光から、あらゆる善意と正義と真実とが生じるのです。――』 

 

 

礼拝讃美歌⇒296番（旧 164番曲）（KH兄） 

『光に歩めよ』 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 11:23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒142番（旧 58番） 

『渡されたもう』 

 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒イザヤ書 44:21~22節（KH兄） 

『思い起こせ、ヤコブよ／イスラエルよ、あなたはわたしの僕。わたしはあなたを形づくり、わたしの僕とし

た。イスラエルよ、わたしを忘れてはならない。わたしはあなたの背きを雲のように／罪を霧のように吹き払

った。わたしに立ち帰れ、わたしはあなたを贖った。』 

 



聖書⇒コリントの信徒への手紙二 6:2節 

『なぜなら、／「恵みの時に、わたしはあなたの願いを聞き入れた。救いの日に、わたしはあなたを助けた」

と神は言っておられるからです。今や、恵みの時、今こそ、救いの日。』 

 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 17:11~19節（TM兄） 

『イエスはエルサレムへ上る途中、サマリアとガリラヤの間を通られた。ある村に入ると、重い皮膚病を患っ

ている十人の人が出迎え、遠くの方に立ち止まったまま、声を張り上げて、「イエスさま、先生、どうか、わ

たしたちを憐れんでください」と言った。イエスは重い皮膚病を患っている人たちを見て、「祭司たちのとこ

ろに行って、体を見せなさい」と言われた。彼らは、そこへ行く途中で清くされた。その中の一人は、自分が

いやされたのを知って、大声で神を賛美しながら戻って来た。そして、イエスの足もとにひれ伏して感謝した。

この人はサマリア人だった。そこで、イエスは言われた。「清くされたのは十人ではなかったか。ほかの九人

はどこにいるのか。この外国人のほかに、神を賛美するために戻って来た者はいないのか。」それから、イエ

スはその人に言われた。「立ち上がって、行きなさい。あなたの信仰があなたを救った。」』 

 

聖書⇒申命記 31:6節 

『強く、また雄々しくあれ。恐れてはならない。彼らのゆえにうろたえてはならない。あなたの神、主は、あ

なたと共に歩まれる。あなたを見放すことも、見捨てられることもない。」』 

 

聖書⇒フィリピの信徒への手紙 3:20a節 

『しかし、わたしたちの本国は天にあります。』 

 

 

 

礼拝讃美歌⇒56番（旧 17番）（KH兄) 

『われらの主よ主イエスよ』 

 

 

《建徳要旨》 


